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と、そして実際に手術を受けられた患者さんとの会話の
ビデオをみて、市民の方々も驚いていました。実際に人
工内耳の手術は急速に広がっておりますが、千葉県内で
手術を行っているのは当院のみです。その後、質疑応答
を行いましたが、時間の関係もあり会場の後で個別に受
けたところ、大勢の方が熱心に直接相談されていました。
　次に、鼻科手術については、“鼻づまりをよくするため
には ”と題して、耳鼻咽喉科の太田康准教授が担当しま
した。鼻・副鼻腔病変は大きくアレルギー性鼻炎や副鼻
腔炎などの炎症性疾患、乳頭腫・がんなどの腫瘍性疾患
に分類されるとのことで、炎症性疾患は基本的に薬によ
る保存的治療を行い、軽快しない場合は必要に応じて
手術的治療を行いますが、腫瘍性疾患の場合は手術的
治療が第一選択になります。手術的治療は鼻内視鏡手
術がほとんどです。当院では、乳頭腫などの良性腫瘍も
ほぼ鼻内視鏡手術で対応しております。外切開によるア
プローチがとられることの多い前頭洞病変に対しても、
MEDIAN  DRAINAGEという手法を取り入れ、流涙をき
たす鼻涙管閉塞症に対しては涙嚢鼻腔吻合術を、さらに
は難治性の通年性アレルギー性鼻炎に対しては後鼻神
経切断術を施行しており、すべての手術を内視鏡下で行
っております。以前の外切開の手術に比べ、鼻内視鏡手
術は詳細な視野が得られるとともに、侵襲が少なく負担
も軽いことを強調して説明していました。また、手術後
の鼻パッキングもなるべく痛みが無いようにソーブサン
という吸収素材を使用することが多く患者さんに優しい
手術をこころがけていることを話されていました。

　私は病院管理部門の責任者として佐倉病院副院長
を務めさせていただいている、内科の鈴木です。この
紙面をお借りし、改めて常日頃、病診・病病連携でお
世話になっている先生方に御礼申し上げます。
　前執行部の一員として佐倉病院開設 20周年を無事
迎えた後、加藤病院長による新たな執行部の一員とし
て再度病院運営に携わり、診療部門を中心に佐倉病
院全体の円滑な運営と患者さんに満足いただける診
療体制の整備を開始して、早くも 3年目を迎えようと
しています。
　昨年度は韓国・中国との軋轢が泥沼・悪化に向か
い日本の国際的評価が揺らぐ中、2020年東京オリン
ピック開催決定、富士山の世界遺産決定、和食の世界
無形文化遺産決定と、日本のあるべき姿が国際的に
高い評価を受けたことは実に喜ばしいことであったと
思います。経済に目を向けると、アベノミクスと言わ
れる積極的政策により長く続いた停滞状況からやっ
と回復基調へ軌道修正しつつある状況に思えます。ア
ベノミクスの柱の一つに、日本の高い医療技術を世界
へ売り込もうとする試みがあります。ノーベル医学賞
を受賞した山中教授の iPS細胞に代表される基礎医
学分野をはじめ、消化器内視鏡機器や各種画像診断

法、そしてロボット技術を生かした介護医療など世界
をリードする医療技術が日本には数多くあります。ま
たアベノミクス医療改革の象徴として、基礎医学研究
を一元化し開発のスピードを加速させ臨床応用化に
向け推進化を図る日本版NIH構想も決定しています。
我々に求められていることは、日本が誇る、あるいは
新たに達成した新規医療技術を、全ての国民に対し
迅速かつ万便に提供できる環境整備を進めることが
肝要です。佐倉病院は、特にここ数年来強化してきた
医療機器・環境の整備と医療スタッフの充実によっ
て、現在では県内トップクラスの医療環境整備を達成
しており、日本の誇る質の高い医療を佐倉市近郊の
住民に対し提供可能となっています。しかし、多くの
方々に信頼され来院頂いている一方で、待ち時間の短
縮化などの解決に向けなお一層の努力が求められて
おります。安全・安心の高品質の医療を迅速に提供で
きる病院であり続けるよう、今後も全力で努力する所
存であります。
　「目線は低く、志は高く」＝「患者目線に基づく世界
最高の医療を実践する」の診療モットーを今後も継続
し精進して参りますので、何卒よろしくお願い申し上
げます。

管理担当副院長　　　
鈴 木　康 夫

新年度のご挨拶
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　2014年1月 25日に東棟 7階の講堂にて、「耳科手術・
鼻科手術の最前線」というテーマで市民公開講座を開
催しました。当日は真冬の合間のやや暖かい日で、約
100名と多くの市民の方にお集まりいただきました。参
加された市民の方々は、開始前から配布された資料を熱
心に読まれていました。
　まず耳科手術については、“聞こえをよくするために
は ”と題して、難聴・めまい回復センター長・耳鼻咽喉科
の吉田友英准教授が担当しました。最初に、聞こえのし
くみ（耳の構造はどうなっているのか？ どうやって聞こ
えるのか？ 難聴の種類は？）についての説明がありまし
た。次に、治すことができる難聴の手術（どんな病気が
あるのか？ どんな手術をするのか？）について、滲出性
中耳炎、慢性中耳炎、真珠腫性中耳炎、耳硬化症の病気
の概要と、当院での実際の手術ビデオを見ながら説明が
ありました。さらに、手術前後の実際の聴力の改善実績
も提示されました。最後には、難聴の新しい手術（装置
が必要な手術）についての話がありました。これまで筆
談でしかコミュニケーションをとれなかった患者さんが
人工内耳挿入術を行うことで会話ができるようになるこ
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糖尿病・内分泌・代謝センター

泌尿器科

非開催
外科・他
放射線科・他

地域で考えるケアと治療「歩行障害と共に歩む～診断と治療」

「糖尿病治療の最前線」～ 食事・運動療法から最新の薬物治療まで ～
「お父さんの健康を考えよう！」
  　～前立腺の病気を知ろう－前立腺肥大症・前立腺がん～

地域で考えるケアと治療「脳梗塞は怖くない～診断と治療」

非開催
「がん撲滅キャンペーン」～最新のがん治療～
「最新の放射線治療」

ほぼ毎月、身近な疾患や症状をテーマにした市民公開講座を企画しております。多くの方にご参加いただき、病気の予防や早期発見、普段
の生活に役立てていただければと考えております。いずれの講座も14時から当院東棟7階・講堂で開催いたします。詳細は、テーマごとに
院内掲示およびホームページなどでご案内いたします。お問い合わせや講演テーマのご要望がございましたら、総務課にご連絡下さい。

■ 市民公開講座スケジュール ■ 〈2014年度の市民公開講座　予定〉
開催予定日 講演予定テーマ 担　当

入場無料
申込不要
200席

「耳科手術・鼻科手術の最前線」

市民公開講座

2014.3.10現在

神経内科・脳神経外科・整形外科・
薬剤部・リハビリテーション部・
看護部・メディカルソーシャルワーカー

神経内科・脳神経外科・放射線科・薬剤部・リハビリ
テーション部・看護部・生理検査・
臨床心理・ソーシャルワーカー



地域医療の発展を目指して（年 4回発行）東邦大佐倉だより　第24号（2014年）

アピールしたい 診療と研究

［診断と治療における基本方針］
病態の診断においては、最新の医療機器
を使用し、かつ新規診断法を開発して精

度を高めています。そして、患者さん個々に個別化された
最適な治療法の選択を目指し、かつ外科治療における低
侵襲性に努めています。消化器外科専門医、食道外科専
門医、内視鏡外科技術認定医を中心としたチームにより、
鏡視下手術（胸腔鏡、腹腔鏡）を積極的に進めており、
2013年は食道癌 4例、胃癌 61例、大腸癌 92例、クローン
病 8例、潰瘍性大腸炎 21例、虫垂炎 65例、胆石症 81例
を鏡視下にて切除し、早期退院・社会復帰を得ています。
内科との連携による個別化治療として、食道癌では詳細
な進行度診断により、粘膜癌であれば消化器内科にて内
視鏡切除を施行し、進行度により、鏡視下手術、標準的開
胸開腹手術、抗がん剤や放射線による補助療法と手術の
組み合わせによる集学的治療を行い根治を追求していま
す。鏡視下手術では、体の負担は軽減され約 2週間での

退院が可能となっています。高度進行例においても、放射
線・抗がん剤の併用により腫瘍の縮小を図り、治癒切除
の可能性を追求しています。また、放射線医学研究所と重
粒子線治療の共同研究を行っており、適応症例について
は合同での治療が可能です。胃癌・大腸癌においても、精
密検査による適応評価にて、早期例は内科にて内視鏡切
除もしくは外科にて鏡視下手術による低侵襲外科治療を
施行し、高度進行例では、抗がん剤による術前・術後補助
療法を組み合わせた外科切除を施行して根治性を高めて
います。難治性疾患であるクローン病や潰瘍性大腸炎に
対しても、内科との緊密な連携により手術時期・適応を判
断し、栄養改善ならびに鏡視下手術による筋力および整
容性温存により社会復帰の向上を図っています。

［研究と診療のトピックス］
また、新医療技術の開発として、「高度肥
満症の外科治療」を行っています。高度

肥満は、糖尿病等の諸疾患の合併を起こし、本邦の医療
の最新重要課題の一つとなっています。当院では肥満症
に対する鏡視下外科治療を臨床研究として開始し、2012

年に先進医療指定を取得しました。現在、糖尿病・内分泌・
代謝センターを始めとする院内関係諸部門との合同チー
ムにて良好な治療成績を得ており、全国の大学病院の中
で肥満症腹腔鏡外科治療症例数最多となっています。

東邦大学佐倉病院消化器外科では、食道・胃・腸・肝胆膵疾患の外科診療を担当してい
ます。心がけているのは、①消化器センターとして患者さんを中心とした内科との密接な
連携、②的確な診断による個別化（テーラーメイド）による過不足ない治療、③先端技術の
積極的応用による低侵襲（体に優しい）治療、④大学病院としての新しい治療法の開発で
す。当院においては、患者さんは消化器診療の病棟に入院して、内科外科双方の診療を同
時並行して行えるように図り、両科の医師間の連携を密にし、的確な診療とともに患者さ
んの安心感につながる体制を組んでいます。

　今後も当科は、内科との密接な連携のもと、高い安全性、根治性、低侵襲性を追求し、消化器疾患の治療成績向上を目指し
て先進医療を継続して行っていきます。よろしくお願い申し上げます。

いただいた心臓弁や血管を凍結保存する組織バンクの設立などを進
めてきました。これまで続けてきた様々な仕事を通じて拡げてきた大
きな人脈を今後の診療に活かしていきたいと思っております。
　心臓血管外科は外科領域の中でもリスクの高い部門です。何事も
慎重かつ正確な病態把握が大切です。手術での高い技術が確保され
ていることが最低限ですし、現在はできるだけ患者さんの体に負担を
かけない低侵襲な手術を試みることも重要です。冠動脈バイパス術で
は人工心肺を使用せず心臓を止めることなく心拍動のままで手術を
行うオフポンプ冠動脈バイパス術を進めています。弁膜症手術では患
者さんの高齢化に伴い大動脈弁置換術では90歳を越える方も手術が
可能となってきました。僧房弁手術では弁置換ではなく自己弁を温存
した僧房弁形成術を積極的に行うようになりました。大血管疾患では
腹部だけでなく胸部の大動脈瘤に対しても安全に手術することができ
るようになりました。さらにステントグラフトという折りたたんだ薄い
人工血管をカテーテルを用いて大血管内に挿入することにより、極め
て低侵襲に大動脈瘤の手術が可能となっています。さらにこれからの
新しい試みとして、心房細動といった不整脈に対する手術、血液透析
患者さんに対する積極的手術、糖尿病患者さんの精密な血糖管理、糖
尿病性網膜症や睡眠時無呼吸症候群との関連付け、術後合併症とし
ての麻痺対策、等々さまざまな取り組みに全力を尽くしていきたいと
思っております。今はまだ小規模の教室ですが、皆様のご協力を励み
としながら活力ある教室にしていければと願っております。是非とも
ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

　2014年2月1日より外科学教授（心臓血管外科）を拝命いたしました
本村昇でございます。1961年（昭和36年）3月生まれの53歳です。これ
までの略歴を申しますと、岡山県西大寺市で生まれ、小学生時代に京
都府南部の京田辺市に移り、京都市内にある洛星中高等学校から京
都府立医大に進みました。1985年（昭和60年）に卒業し京都府立医大
第二外科（心臓外科、消化器外科、腎移植外科）に入局、研修医を経て大
阪の国立循環器病研究センター心臓血管外科レジデントとして心臓
外科医の基礎を学びました。研究留学では動脈硬化の研究のため米
国ワシントンD.C.のジョージタウン大学に2年半滞在し、臨床留学と
してシドニーのセントジョージ病院で3年間の手術修練を行いました。
2000年からは東京大学心臓外科に移り、冠動脈バイパスや弁置換な
どの成人心疾患手術のチーフとして働いてきました。この間、全国的な
仕事として心臓外科手術データベースの構築、亡くなった方から提供

外科スタッフ

新任のご挨拶

医療連携だより

症・糖尿病治療の現状と新たな展開」について講演が行われ
ました。各講演とも、演者の先生方の熱心なお話に、出席者
の方々も真剣な眼差しを注いでおられました。
　また、第2部の懇親会は、各診療科・部署ごとに教職員を
配置した立食テーブルを設け、日頃お世話になっている地
域の医療関係者の皆様に感謝の意を表すとともに、より一
層の親睦を深めることが出来ました。
　今後も医療連携学術フォーラムを継続開催することなど
により、「顔の見える医療連携」「対話する医療連携」の更な
る充実を目指し、地域完結型医療の円滑な運営の一助とな
るよう努力していく所存ですので、ご理解とご協力の程、何
卒よろしくお願い申し上げます。

　去る3月1日（土）、ウィシュトンホテル・ユーカリにおい
て、『第3回 東邦大学医療センター佐倉病院 医療連携学術
フォーラム』を開催いたしました。当日は繁忙期ながら、地
域の医療関係者97施設155名および学内145名の、合計
300名と、大変多くの方々にご出席をいただきました。
　今回の医療連携学術フォーラムは、講演会および懇親会
の2部で構成され、第1部は、院内外4名の先生方に、大変貴
重なご講演をいただきました。
　講演1では、東邦大学医療センター佐倉病院 麻酔科 北村
享之臨床教授より「麻酔管理の質と手術予後」について、東
邦大学医療センター佐倉病院 放射線科 磯部公一准教授よ
り「放射線治療ってどんなもの？」について、講演2では、東
京歯科大学千葉病院 口腔外科 野村武史准教授より「口腔管
理の重要性、口腔ケアの必要性」について、東邦大学医療セ
ンター佐倉病院 臨床検査医学 武城英明教授より「脂質異常
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